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県 道 土 浦 江 戸 崎 線 改 築 工 事 （ 県 道 土 浦 江 戸

崎 線 バ イ パ ス 荒 川 本 郷 工 区 ・ 茨 城 県 土 浦 市

大 字 沖 新 田 字 新 道 下 地 内 か ら 同 県 稲 敷 郡 阿

見 町 大 字 荒 川 本 郷 字 内 キ 地 内 ま で ） 及 び こ

れ に 伴 う 町 道 付 替 工 事 に 係 る 事 業 認 定 理 由

第 １ 起 業 者 の 名 称 茨 城 県

第 ２ 事 業 の 種 類 県 道 土 浦 江 戸 崎 線 改 築 工 事 （

県 道 土 浦 江 戸 崎 線 バ イ パ ス 荒 川 本 郷 工 区 ・ 茨

城 県 土 浦 市 大 字 沖 新 田 字 新 道 下 地 内 か ら 同 県

稲 敷 郡 阿 見 町 大 字 荒 川 本 郷 字 内 キ 地 内 ま で ）

及 び こ れ に 伴 う 町 道 付 替 工 事

第 ３ 起 業 地

１ 収 用 の 部 分 茨 城 県 土 浦 市 大 字 沖 新 田 字 新

道 下 地 内

同 県 稲 敷 郡 阿 見 町 大 字 荒 川 本 郷 字 谷 岸 及 び 字
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内 キ 地 内

２ 使 用 の 部 分 な し

第 ４ 事 業 の 認 定 を し た 理 由

平 成 1 5 年 1 1 月 ６ 日 に 茨 城 県 よ り 申 請 の あ っ

た 県 道 土 浦 江 戸 崎 線 改 築 工 事 （ 県 道 土 浦 江 戸

崎 線 バ イ パ ス 荒 川 本 郷 工 区 ・ 茨 城 県 土 浦 市 大

字 沖 新 田 字 新 道 下 地 内 か ら 同 県 稲 敷 郡 阿 見 町

大 字 荒 川 本 郷 字 内 キ 地 内 ま で ） 及 び こ れ に 伴

う 町 道 付 替 工 事 （ 以 下 「 本 件 事 業 」 と い う 。

） に 関 す る 事 業 認 定 の 理 由 は 、 以 下 の と お り

で あ る 。

１ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 １ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

本 件 事 業 の 県 道 土 浦 江 戸 崎 線 改 築 工 事 （ 以

下 「 本 体 工 事 」 と い う 。 ） 及 び 本 体 工 事 の 施

工 に 伴 い 町 道 の 機 能 を 維 持 す る た め の 付 替 工
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事 （ 以 下 「 関 連 工 事 」 と い う 。 ） は 、 土 地 収

用 法 第 ３ 条 第 １ 号 に 掲 げ る 道 路 法 （ 昭 和 2 7 年

法 律 第 1 8 0 号 ） に よ る 道 路 に 関 す る 事 業 に 該

当 す る 。

こ の た め 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条

第 １ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

２ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ２ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

本 件 事 業 は 、 茨 城 県 稲 敷 郡 阿 見 町 大 字 荒 川

本 郷 字 戸 隠 地 内 か ら 同 県 同 郡 同 町 大 字 荒 川 本

郷 字 内 キ 地 内 ま で の 延 長 1 , 6 7 3 ｍ を 全 体 計 画

区 間 （ 以 下 「 本 件 区 間 」 と い う 。 ） と す る 県

道 土 浦 江 戸 崎 線 の 改 築 事 業 で あ る と こ ろ 、 道

路 法 第 1 5 条 に お い て 「 都 道 府 県 道 の 管 理 は 、

そ の 路 線 の 存 す る 都 道 府 県 が 行 う 。 」 と さ れ

て い る こ と か ら 、 本 件 事 業 の 起 業 者 で あ る 茨
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城 県 は 、 本 件 事 業 を 施 行 す る 権 能 を 有 す る と

認 め ら れ る 。

こ の た め 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条

第 ２ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

３ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

( 1 ) 申 請 事 業 の 施 行 に よ り 得 ら れ る 公 共 の 利

益 に つ い て

本 件 事 業 は 、 本 件 区 間 に 係 る 県 道 土 浦 江

戸 崎 線 （ 以 下 「 現 道 」 と い う 。 ） の 交 通 渋

滞 の 緩 和 及 び 安 全 な 交 通 の 確 保 を 主 な 目 的

と し て 、 道 路 構 造 令 （ 昭 和 4 5 年 政 令 第 3 2 0

号 ） 第 ４ 種 第 １ 級 の 規 格 に 基 づ く ４ 車 線 の

バ イ パ ス を 建 設 す る 事 業 で あ る 。

県 道 土 浦 江 戸 崎 線 は 、 土 浦 市 か ら 稲 敷 郡

阿 見 町 を 経 由 し 、 同 郡 江 戸 崎 町 に 至 る 重 要
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な 路 線 で あ る と こ ろ 、 現 道 の 大 半 が 幅 員 5 .

0 ｍ と 狭 小 な １ 車 線 道 路 で あ り 、 特 に 朝 の

通 勤 時 間 帯 に は 、 慢 性 的 な 渋 滞 が 生 じ て い

る 。

現 在 、 東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 常 磐 線 （

以 下 「 Ｊ Ｒ 常 磐 線 」 と い う 。 ） の 東 側 に お

い て 、 土 浦 市 か ら 牛 久 市 ま で の 各 駅 周 辺 の

市 街 地 を 直 接 的 に 連 絡 す る 路 線 が 未 整 備 で

あ る こ と か ら 、 こ れ ら の 市 街 地 間 の 交 通 は 、

幅 員 狭 小 な 地 域 内 道 路 及 び 現 道 を 利 用 し て

い る 状 況 に あ り 、 こ の こ と が 、 現 道 に お け

る 交 通 混 雑 の 大 き な 原 因 と な っ て い る 。

現 道 に お け る １ 日 当 た り の 自 動 車 交 通 量

は 、 平 成 1 1 年 度 道 路 交 通 セ ン サ ス に よ る と 、

現 道 の 稲 敷 郡 阿 見 町 大 字 荒 川 本 郷 地 内 の 阿

見 町 道 1 0 9 9 号 線 と の 交 差 点 で 1 2 , 9 4 7 台 で あ
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り 、 起 業 者 が 平 成 1 5 年 1 0 月 に 実 施 し た 調 査

に よ る と 、 現 道 の 上 本 郷 五 差 路 交 差 点 に お

い て 同 郡 江 戸 崎 町 方 向 に 最 長 で 8 0 0 ｍ の 渋

滞 長 が 確 認 さ れ て い る 。

ま た 、 現 道 は 、 稲 敷 郡 阿 見 町 上 本 郷 地 区

等 の 集 落 中 心 部 を 通 過 し 、 そ の 沿 道 に は 本

郷 小 学 校 等 の 公 共 施 設 が 存 し て い る に も か

か わ ら ず 、 歩 道 等 の 交 通 安 全 施 設 が 未 整 備

で あ り 、 土 浦 警 察 署 に よ る と 、 平 成 1 4 年 に

は 阿 見 町 域 内 の 現 道 に お い て 死 亡 事 故 １ 件

を 含 む 3 9 件 も の 交 通 事 故 が 発 生 し て い る 。

本 件 事 業 の 完 成 に よ り 、 道 路 構 造 令 で 規

定 す る 自 転 車 歩 行 者 道 を 備 え た 線 形 良 好 な

幅 員 2 5 . 0 ｍ の ４ 車 線 バ イ パ ス が 整 備 さ れ 、

既 に 供 用 済 み で あ る 竜 ヶ 崎 ・ 牛 久 都 市 計 画

道 路 ３ ・ ３ ・ ９ 貝 塚 ・ 中 根 線 と 接 続 す る こ
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と と な る 。 こ れ に よ っ て 、 Ｊ Ｒ 常 磐 線 東 側

に お け る 南 北 方 向 の 道 路 交 通 網 が 形 成 さ れ 、

土 浦 市 と 牛 久 市 と を 結 ぶ 自 動 車 交 通 が 分 散

さ れ る こ と か ら 、 現 道 の 安 全 か つ 円 滑 な 交

通 の 確 保 が 可 能 と な る と 認 め ら れ る 。

な お 、 本 件 事 業 は 昭 和 4 3 年 1 2 月 2 8 日 に 都

市 計 画 決 定 さ れ 、 平 成 ３ 年 1 2 月 2 4 日 に 最 終

の 都 市 計 画 の 変 更 決 定 が さ れ た 事 業 で あ り 、

本 件 事 業 の 事 業 計 画 の 内 容 は 変 更 後 の 都 市

計 画 と 基 本 的 に 整 合 し て い る も の で あ る 。

以 上 の こ と か ら 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ り

得 ら れ る 公 共 の 利 益 は 、 相 当 程 度 存 す る も

の と 認 め ら れ る 。

( 2 ) 申 請 事 業 の 施 行 に よ り 失 わ れ る 利 益 に つ

い て

本 件 事 業 は 、 延 長 1 , 6 7 3 ｍ の ４ 車 線 の 県
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道 改 築 に 係 る 事 業 で あ り 、 環 境 影 響 評 価 法

（ 平 成 ９ 年 法 律 第 8 1 号 ） 及 び 茨 城 県 環 境 影

響 評 価 条 例 （ 平 成 1 1 年 茨 城 県 条 例 第 ７ 号 ）

に 定 め る 環 境 影 響 評 価 の 対 象 事 業 に 該 当 し

な い こ と か ら 、 環 境 影 響 評 価 は 実 施 さ れ て

い な い が 、 本 件 事 業 の 起 業 者 で あ る 茨 城 県

が 本 件 区 間 に つ い て 、 「 茨 城 県 特 定 動 植 物

分 布 調 査 報 告 書 （ 平 成 ５ ・ ６ 年 ） 」 及 び 「

茨 城 県 野 生 鳥 獣 生 息 分 布 調 査 報 告 書 （ 平 成

1 2 ・ 1 3 年 度 ） 」 を 基 に 希 少 な 動 植 物 の 存 在

を 確 認 し た と こ ろ 、 絶 滅 危 惧 種 等 の 希 少 な

動 植 物 の 存 在 は 認 め ら れ て い な い 。

ま た 、 本 件 区 間 内 に お い て は 、 文 化 財 保

護 法 （ 昭 和 2 5 年 法 律 第 2 1 4 号 ） に よ る 周 知

の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 が ６ 箇 所 存 在 す る が 、

起 業 者 は 茨 城 県 教 育 委 員 会 と の 協 議 に よ り
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記 録 保 存 等 の 措 置 を 講 じ る こ と と し て い る 。

さ ら に 、 本 件 区 間 は 、 そ の 大 半 が 、 農 地

及 び 小 規 模 な 平 地 林 と な っ て お り 、 周 辺 環

境 に 与 え る 影 響 は 小 さ い も の と 考 え ら れ る 。

以 上 を 踏 ま え る と 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ

り 失 わ れ る 利 益 は 軽 微 で あ る と 認 め ら れ る 。

( 3 ) 比 較 衡 量

( 1 ) で 述 べ た 得 ら れ る 公 共 の 利 益 と ( 2 ) で

述 べ た 失 わ れ る 利 益 を 比 較 衡 量 し た 結 果 、

本 件 事 業 の 施 行 に よ り 得 ら れ る 公 共 の 利 益

が 失 わ れ る 利 益 に 優 越 す る と 認 め ら れ る 。

以 上 の こ と か ら 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用

法 第 2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ

れ る 。

４ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ４ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て
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( 1 ) 申 請 事 業 を 早 期 に 施 行 す る 必 要 性

本 件 事 業 は 、 ３ ( 1 ) で 述 べ た よ う に 、 現

道 に お い て は 車 道 幅 員 が 狭 小 で あ り 、 歩 道

等 に つ い て も 未 整 備 で あ る こ と か ら 、 で き

る だ け 早 期 に 安 全 か つ 円 滑 な 交 通 の 確 保 を

図 る 必 要 が あ る と 認 め ら れ る 。

ま た 、 本 路 線 は 、 茨 城 県 が 平 成 1 1 年 ６ 月

に 策 定 し た 「 茨 城 県 の こ れ か ら の 道 路 整 備

計 画 」 の 中 で 「 だ れ も が 安 全 で 安 心 し て 走

れ る ・ 歩 け る 道 づ く り 」 と し て 整 備 す る も

の と 位 置 づ け ら れ て い る と と も に 、 同 じ く

同 県 が 平 成 1 2 年 ３ 月 に 策 定 し た 「 茨 城 県 第

３ 次 渋 滞 対 策 プ ロ グ ラ ム 」 に お い て も 、 「

ボ ト ル ネ ッ ク 解 消 」 を 実 現 す る た め に 整 備

を 進 め る こ と と さ れ て い る 。

さ ら に 、 稲 敷 郡 阿 見 町 が 平 成 1 1 年 ３ 月 に
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策 定 し た 「 阿 見 町 第 ４ 次 総 合 計 画 （ 後 期 基

本 計 画 ） 」 に お い て も 、 本 路 線 に つ い て 、

集 落 部 で の 通 過 交 通 の 排 除 等 に 取 り 組 む 必

要 が あ る 旨 が 定 め ら れ て い る ほ か 、 土 浦 市

に お い て も 平 成 1 3 年 ３ 月 に 策 定 さ れ た 「 第

６ 次 土 浦 市 総 合 計 画 」 の 中 で 、 本 件 区 間 を

含 む 土 浦 ・ 阿 見 都 市 計 画 道 路 ３ ・ ３ ・ 1 1 荒

川 沖 ・ 木 田 余 線 を 南 北 方 向 の 地 域 幹 線 道 路

と し て 位 置 づ け 、 整 備 を 進 め る 方 針 が 定 め

ら れ て い る 。

以 上 を 踏 ま え る と 、 本 件 事 業 を 早 期 に 施

行 す る 必 要 性 は 高 い も の と 認 め ら れ る 。

( 2 ) 起 業 地 の 範 囲 及 び 収 用 又 は 使 用 の 別 の 合

理 性

本 件 事 業 に 係 る 起 業 地 の 範 囲 は 、 道 路 構

造 令 等 に 定 め る 規 格 に 基 づ き 必 要 な 範 囲 で
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あ る と 認 め ら れ る 。

ま た 、 収 用 の 範 囲 は 、 本 体 工 事 及 び 関 連

工 事 に よ り 恒 久 的 に 設 置 さ れ る 施 設 の 用 に

供 す る 起 業 地 の 範 囲 に と ど め ら れ て い る こ

と か ら 、 収 用 又 は 使 用 の 別 に つ い て も 合 理

的 で あ る と 認 め ら れ る 。

( 3 ) 収 用 す る 公 益 上 の 必 要 性

以 上 に か ん が み れ ば 、 本 件 事 業 は 、 土 地

を 収 用 す る 公 益 上 の 必 要 が あ る と 認 め ら れ

る た め 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ４ 号 の 要 件 を

充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

５ 結 論

１ か ら ４ ま で に お い て 述 べ た よ う に 、 本 件

事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条 各 号 の 要 件 を 充 足

す る と 判 断 さ れ る 。

以 上 の 理 由 に よ り 、 本 件 事 業 に つ い て 、 土
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地 収 用 法 第 2 0 条 の 規 定 に 基 づ き 、 事 業 の 認 定

を す る も の で あ る 。

第 ５ 土 地 収 用 法 第 2 6 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ

る 図 面 の 縦 覧 場 所 茨 城 県 土 浦 市 役 所

茨 城 県 稲 敷 郡 阿 見 町 役 場


